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主 な 内 容
◇カルチャーパークトピックス	（2面）
◇公共施設使用料の見直しについて	（3面）
◇市の財政状況	 （4・5面）
◇国民年金の控除証明書を送付	（7面）
◇市民功労者などを表彰	 （8面）

HADANO

主　な　イ　ベ　ン　ト

無料シャトルバスをご利用ください
路　線 運行時間

秦野駅北口～カルチャーパーク前
午前9時～午後4時45分(15分間隔)

島津製作所臨時駐車場～文化会館前
渋沢駅北口～文化会館前 午前9時～午後4時35分(20分間隔)

広報はだのを
スマートフォンへ
配信します。

私�の個店（午前9時半～午後3時・みずなし川緑地右岸、カルチャーパー
ク第4駐車場、多目的広場）
　趣味の手作り品やリサイクル品など掘り出し物が並ぶ「私の個店」。今
年は約160のテントが並びます。
開会式（午前10時～・カルチャーパーク第3駐車場）
ス�テージパフォーマンスショー（午前10時半～午後3時・カルチャー
パーク第3駐車場）
　ダンスやバンドなど趣味や特技を生かしたパフォーマンスを披露します。
文化団体フェスティバル（午前11時半～午後3時半・文化会館）
　日本舞踊や箏演奏などステージをお楽しみください。
消防パレード（午後0時15分～0時45分・水無川右岸道路）
　消防車などが歩行者天国をパレード。抽選で20組40人が試乗体験でき
ます。※抽選は午前10時にカルチャーパーク陸上競技場入口前で実施。
全席指定
抽選会（午後3時20分～3時45分・カルチャーパーク第3駐車場）
　旅行券や食事券などが当たるお楽しみ抽選会です。

問い合わせ　観光課☎(82)9648
問い合わせ　観光協会☎(82)8833

問い合わせ　広報課☎（82）5117

ご協力ありがとうございました 第69回秦野たばこ祭
　24万人の人出でにぎわった今年のたばこ祭。
各行事の参加者や清掃ボランティアなど大勢の皆
さんのご協力、また、協賛金や花火募金にも多大
なご支援をいただき、ありがとうございました。
協賛金　約2547万円　花火募金　約240万円

作品
募集

2016 秦野観光写真コンクール
テ�ーマ　丹沢の美しい自然、
秦野の四季、史跡、名勝、
行事など
応�募規定　今年中に市内で撮
影した未発表の作品
応�募方法　◇インターネット　
観光協会ホームページから。

昨
年
度
の
特
選
受
賞
作
品

　「おかえりない、秦野へ」をテーマ
に、山と水を題材にした秦野の写真
で12カ月をつづりました。
販�売場所　文化会館、図書館、公民館、
市役所2階広報課、観光協会、市
内書店など　※11月3日は市民の
日会場（カルチャーパーク第2駐車場）でも販売。
価格　1部500円

さん

秦野観光写真コンクール

／

デ
ザ
イ
ン
も
刷
新

1月31日㈫まで　◇プリント　カラープリントで2Lからワイド四
つ切りまで。ホームプリント・合成加工は不可。作品の裏面に応
募票（市役所西庁舎1階観光課、公民館、駅連絡所などにあります）
を貼り、1月4日㈬～31日までに、〒257-0045桜町1-4-1観光
協会へ郵送または持参　※17点を表彰。入選作品の使用権は観光
協会に帰属します

2017HaDaNoカレンダー

　『お宝いっぱい　夢いっぱい』、『がんばろう
日本！負けるな東北！負けるな九州！』を
テーマに、楽しいイベントが盛りだくさん。
友達や家族と一緒に遊びに出掛けませんか。
問い合わせ　市民自治振興課☎(82)5118

パレードに華を添える演奏憧れの消防車へ試乗華麗なパフォーマンスショー工作体験「上手にできるかな」

第37回

市民の日
11/3
㈭

市民の日にも販売します
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68種  約970株の
昼夜の気温差が大

きいので鮮やかに
咲きやすい

香りが豊かで、特
に朝はオススメ

河津桜発祥の地か
ら寄贈を受けた品

種も

見頃は今月上旬ま
で

バラ

TOPICS

香る秋の庭へ
カルチャーパーク

文化会館チケット情報

問い合わせ　文化会館☎（81）1211

3月20日㈪　午後3時～　大ホール　3000円（学生は
1500円）　※全席指定。未就学児は入場できません

山田和樹ミュージック・アドバイザー就任記念
丹沢音楽祭　ブラームス「ドイツ・レクイエム」

11月6日㈰午前10時発売（電話受け付けは午後1時～）

問い合わせ　図書館☎（81）7012

問い合わせ　スポーツ協会☎（84）3376

ふれあいスポーツデー
とき　11月3日㈭　午前10時～午後3時　内容　輪投げや玉入れなど
の子供遊び、トランポリン、フィットネス体験など
障害予防とセルフ筋膜リリース
とき　11月20日㈰　午前9時半～11時半　内容　けがをしにくい体の
つくり方　対象　スポーツの指導に関心のある50人（申し込み先着順）

総合体育館で運動しよう図書館からのお知らせ
映画会
と�き・内容　◇11月5日㈯　午前10時～午後0時10分　「晩秋」（洋画）
◇19日㈯　午後3時半～4時35分　「ダンボ」（アニメ）
定員　各日80人（当日先着順）
おはなし会
と�き・内容　◇11月5日㈯　「弘法山と弘法さん」など　◇12日㈯　
「もりのなか」など　◇19日㈯　「まどのそとのそのまたむこう」など
　◇26日㈯　「英語のおはなし会」など　いずれも午後2時半～3時
定員　各日30人（当日先着順）
音訳ボランティアが読み上げます　対面朗読サービス
とき　午前10時～午後3時　1回2時間
対�象　市内在住・在勤・在学で、視覚障害などで文字を読むのが困難
な方
申し込み　障害者等利用者登録をし、希望日の14日前までに予約
11月28日㈪～12月5日㈪は休館します
　図書資料の点検・整理のため、休館します。
※11月13日㈰～27日㈰に借りた本は、3週間利用できます

スポーツの
秋

読書の
秋

芸術の
秋

　パーク内に、基金塔（屋外の各所）と基金箱（各
事務所窓口）を新たに設置します。集めた基金は、
パーク内のスポーツ・文化施設の施設設備や大
規模改修などの際に活用させていただきますの
で、ご協力をお願いします。

下記期間は整備工事を実施します
◇2月末まで　カルチャーパーク第6駐車場（ミ
ライエ秦野東付近・約70台分）
◇11月上旬～3月下旬　図書館と平和の森周辺の
園路、噴水広場南側

　パーク内のみずなし川緑地で美化活動をして
いる「水無川芝桜の会」が仲間を募集中です。　
内容・問い合わせ　月1回の管理、芝桜まつり従
事など　安藤☎090（9933）3896　その他園内
の活動団体　◇小巻環境サービス花の会　◇健
康生活ネットワーク秦野　◇秦野丹沢ライオン
ズクラブ　◇秦野市明るい社会づくりの会　◇光
伸光学花と緑を守る会　◇緑泉会　◇水無川に
市の花ナデシコを広める会　◇ディーカンパニー
美化クラブ　◇東海大学教養学部藤吉研究室

　最寄りの神奈中バス停留所「運動公園前」の名
称が、「カルチャーパーク前」に変わりました。
　土・日曜日や祝日は駐車場が混雑しますので、
公共交通機関での来園にご協力をお願いします。
系統・運賃　◇秦野駅発　秦08・12渋沢駅北口
行き、秦11高砂車庫前行き　◇渋沢駅発　秦08
秦野駅行き　いずれも180円（小人は90円）　※
こども公園を利用する方は「富士見橋警察署入
口」、文化会館・図書館を利用する方は「文化会
館前」（秦08のみ）が最寄りのバス停です

パークの整備にご協力を きれいな公園を一緒に守ろう バス停が「カルチャーパーク前」に

　
紅
葉
よ
り
一
足
早
く
、
秋
の
お
花
見
は
い
か
が
で

す
か
。
バ
ラ
園
は
、
今
ま
さ
に
見
頃
の
ピ
ー
ク
。
写

真
撮
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や
ス
ケ
ッ
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の
絶
好
の
モ
デ
ル
で
す
。
そ
の
華

や
か
さ
に
加
え
て
目
を
引
く
の
が
、
ユニ
ー
ク
な
名
前

の
数
々
。「
乾
杯
」「
伊
豆
の
踊
子
」「
プ
リ
ン
セ
ス
ミ
チ

コ
」。
バ
ラ
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
く
な
っ
た
ら
、
い

ざ
図
書
館
へ
。
上
品
な
香
り
を
感
じ
な
が
ら
の
ラ
ン

ニ
ン
グ
も
、
足
取
り
が
軽
く
な
り
そ
う
。

　
芸
術
の
秋
、
読
書
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
。
カ
ル

チ
ャ
ー
パ
ー
ク
で
、
あ
な
た
の
秋
を
探
し
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ　
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
課
☎（
７
３
）８
６
１
２
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公
共
施
設
使
用
料
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す

︱
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
︱

収入 3億5434万6126円

建設改良費
7億2744万6686円

企業債
3億3200万円

企業債償還金
4億3525万1558円

工事負担金等356万3126円

その他資本的収入1878万3000円

基金積立金 1047万3554円

補てん財源（損益勘定留保資金，他）
8億1882万5672円

支出 11億7317万1798円

　火災から尊い「命」を守るため、備えて
おきましょう。
住宅用火災警報器　定期的
に動作確認を行い、10年
を目安に交換しましょう。

消火器
初期消火に役立ちます。ス
プレー式のものもあります。

問い合わせ　予防課☎（81）5240

秋の火災予防運動を実施します

公共下水道へ接続を平成27年度　水道決算のあらまし

※�有収水量とは、料金の基となるメーターで量った水量。
　有収率とは、有収水量を給水量で除したもの

資本的収入と支出

区　分 平成27年度 平成26年度 増　減
給 水 人 口 16万6878人 16万8274人 －1396人
給 水 戸 数 7万5725戸 7万5523戸 ＋202戸
給 水 量 約2019万㎥ 約2033万㎥ －約14万㎥
有 収 水 量 約1891万㎥ 約1901万㎥ －約10万㎥
有 収 率 93.7% 93.6% ＋0.1ﾎﾟｲﾝﾄ
給 水 原 価 118円72銭/㎥ 118円95銭/㎥ －23銭/㎥
供 給 単 価 104円35銭/㎥ 104円62銭/㎥ －27銭/㎥

業務のあらまし

�※�金額は消費税込み。収入の合計額に、補てん財源は
含みません

　公共下水道を利用できる区域は、下水
道法で接続が義務付けられています。利用
できる区域になったら、浄化槽を使ってい
る家庭は速やかに、くみ取り式トイレの家
庭は3年以内に接続してください。
　なお、接続工事は市下水道指定工事店
（市ホームページで確認できます）へ依頼
してください。

　
管
理
・
運
営
の
た
め
に
多
く
の
費
用
が
か
か

る
公
共
施
設
。
将
来
に
わ
た
っ
て
快
適
に
ご
利

用
い
た
だ
く
た
め
に
検
討
を
進
め
て
い
る
使
用

料
の
見
直
し
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
方
の

意
見
が
重
要
で
す
。

　
こ
こ
で
は
、
今
年
8
月
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

Ａ
2 

容
認
で
き
る
ま
た
は
あ
る
程
度
容

認
で
き
る
と
い
う
回
答
が
87
％
、
容
認

で
き
な
い
と
い
う
回
答
が
12
％
で
し
た
。

Ｑ
3  

公
共
施
設
の
管
理
・
運
営
に

必
要
な
経
費
の
負
担
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
に
す
べ
き

と
思
い
ま
す
か
。

不明・無回答
1%

容認できる
23%

容認
できない
12%

ある程度までは
容認できる
64%

不明・無回答
6%

利用者の
負担とすべき
41%

どちらかといえば
利用者の
負担とすべき
39%

どちらかと
いえば税で
維持すべき
10%

税で維持すべき
4%

問い合わせ　営業課☎（83）2111

放火などを防ぐポイント
◇家のまわりは、いつも整理整頓し、
　燃えやすいものは置かないようにする
◇ごみは、決められた日の朝に出す
◇物置や空き家などは鍵をかける

11月9日㈬〜15日㈫

収入 24億5423万173円

支出 24億6898万5463円

給水収益（水道料金）19億7318万1665円

減価償却費
8億9231万3335円

県水受水費
5億5069万9508円

委託料 2億1796万4745円

職員給与費
2億4254万5575円

その他
5億6546万2300円

長期前受金戻入 2億807万236円

水道利用加入金 1億1822万5000円
当期純損失 1475万5290円

その他 1億5475万3272円

※�金額は消費税抜き。収入の合計額に、当期純損失は
含みません

収益的収入と支出

経営のあらまし
　平成27年度の水需要は、前年度に続き、家事用、
業務用ともに落ち込み、給水収益は、26年度と比較
して約1600万円もの減収となりました。前年度にあっ
た制度改正に伴う費用の減や原油安による電気料金の
値下がりなどがありましたが、前年度に続き2年連続
の赤字決算となりました。

導水管送水管耐震化事業
　導水管などの基幹管路の耐震化事業
では、今泉地区などで進めた3件の工
事により、約650mの管路を耐震性の
あるものに布設替えをしました。

配水管改良事業
　平沢や南矢名地区などで進めた16件の工事により、
古くなった配水管約1970mを、より耐震性のあるも
のに布設替えをしました。

配水管拡張事業
　配水管が整備されていない地域の解消に向け、今泉
地区などで進めた4件の工事と5件の資材支給により、
新たに約570mの配水管を布設しました。

水道施設整備事業
　施設の監視体制を強化するため、城山配水場の遠
方監視制御装置の更新工事を実施するとともに、新
たな水源開発として、取水場用地の買収や水源ボー
リング工事などを進めました。

建設改良事業の概要（約7億3千万円）

Ｑ
1  

過
去
1
年
間
に
公
共
施
設
を

利
用
し
ま
し
た
か
。

Ａ
１ 

少
な
く
と
も
月
1
回
以
上
定

期
的
に
利
用
し
た
人
は
33
％
、
反

対
に
一
度
も
利
用
し
な
か
っ
た
人

は
32
％
で
し
た
。

Ｑ
2  

市
が
進
め
て
い
る
公
共
施
設

の
再
配
置（
施
設
の
統
合
や

廃
止
・
使
用
料
の
見
直
し
）

に
つ
い
て
の
考
え
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

不明・無回答
1%

週１回
以上
11%

月１回
以上
22%

年１回以上
34%

利用しなかった
32%

対 

象
者
　
住
民
基
本
台
帳
か
ら
無
作
為
抽
出

し
た
18
歳
以
上
の
市
民
７
０
０
人

回
答
者
数
　
合
計
３
４
８
人

問い合わせ　経営総務課☎（81）4113

問
い
合
わ
せ  

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

☎（
８
２
）５
１
２
２

　
週
１
回
以
上
ま
た
は
月
１
回
以
上

定
期
的
に
利
用
す
る
人
で
あ
っ
て

も
、
利
用
者
の
負
担
と
す
べ
き（「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
」を
含
む
）と
い
う
回
答
が
多

数
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

郵
送
調
査
に
先
立
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
調
査（
回
答
者
数
３
５
１
人
）も
行
い
ま
し
た
。

報
告
書
は
公
民
館
、
図
書
館
な
ど
の
公
共
施
設
と

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ａ
3 

利
用
者
の
負
担
と
す
べ
き
と
い

う
回
答
が
合
わ
せ
て
80
％
、
一
方
、

税
で
維
持
す
べ
き
と
い
う
回
答
が

14
％
と
な
り
ま
し
た
。
※
い
ず
れ
も「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
」を
含
む

公共施設の利用回数別の回答

■利用者の負担　■どちらかといえば利用者の負担
■どちらかといえば税で維持　■税で維持　■不明・未回答
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38％
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5％

36％

45％

12％
4％
3％

利用なし年1回以上月1回以上週1回以上

　
こ
の
回
答
を
公
共
施
設
の
利
用
回
数
別
に

整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

使
用
料
の
見
直
し
は
、
税
の
使
い
方
の

見
直
し
で
あ
り
、
子
供
た
ち
に
か
か
る
負

担
の
見
直
し
で
も
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
26
年
11
月
に「
公
共
施
設

の
利
用
者
負
担
の
適
正
化
に
関
す
る
方
針
」

を
定
め
、
公
共
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
将
来
に

わ
た
り
維
持
し
て
い
く
た
め
、「
税
負
担
の

妥
当
性
」「
世
代
間
負
担
の
公
平
性
」「
老
朽

化
へ
の
対
応
」と
い
う
視
点
か
ら
、
よ
り
適

切
な
利
用
者
負
担
と
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
調
査
の
結
果
も
踏
ま

え
、
今
後
見
直
し
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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年間約880億円で市政を運営

平成27年度決算

平成28年度市民１人当たりの市税負担額 １3万93１１円

平成28年度予算執行状況市有財産の現在高

自
主
財
源

給料（市税）

前月からの繰り越し
（繰越金）

雑収入
（諸収入、財産収入、
使用料、手数料など）

預金引き出し（繰入金）

依
存
財
源

親からの仕送り
（国・県支出金など）
ローンの借り入れ
（市債）

義
務
的
経
費

医療費、保育費など
（扶助費）
食費など
（人件費）
ローンの支払い
（公債費）

投
資
的
経
費
・
そ
の
他

子供への仕送り（国保な
ど特別会計への繰出金）
家の増改築
（普通建設事業費）
公共料金、自治会費など
（物件費、補助費など）
車の修理など
（維持補修費）
預金（積立金）

収　入

支　出

種 別 現在高（面積・金額） 対前年度同期比
土 地 177万3992㎡ −738㎡
建 物 32万869㎡ −392㎡
地 役 権 2665㎡ 0㎡
有 価 証 券 1275万円 0円
出資による権利 1億1558万円 0円
債 権 3605万円 −1259万円

基
金（
一
般
会
計
）

財政調整基金 42億2542万円 −9251万円
公共施設整備基金 3億2390万円 +1億1360万円
職員退職給与準備基金 7億3936万円 +2589万円
ふるさと基金 1億3021万円 +1億3021万円
住宅新築等資金借入金
償還準備基金 6569万円 −1992万円

文化振興基金 6239万円 +21万円
みどり基金 790万円 −28万円
スポーツ振興基金 245万円 +10万円
地下水汚染対策基金 81万円 +14万円

土地開発基金 1億8557万円 −2504万円
1524㎡ 191㎡

会計区分 予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

一 般 会 計 498億251万円 220億5789万円 44.3% 204億660万円 41.0%

特
別
会
計

国 民 健 康
保 険 事 業 213億円 80億4478万円 37.8% 91億1895万円 42.8%

介 護 保 険
事 業 110億9900万円 50億3626万円 45.4% 43億5741万円 39.3%

後期高齢者
医 療 事 業 19億6100万円 6億3931万円 32.6% 5億4701万円 27.9%

予算額 執行済額 執行率
水
道
事
業
会
計

収益的収入と支出（営業す
るための収益と費用）

収入 29億8836万円 12億7018万円 42.5%
支出 26億7885万円 6億3002万円 23.5%

資本的収入と支出（施設整
備などの資金と費用）

収入 4億1220万円 747万円 1.8%
支出 13億8265万円 3億4921万円 25.3%

公
共
下
水
道
事
業
会
計

収益的収入と支出(営業す
るための収益と費用)

収入 55億5683万円 32億2369万円 58.0%
支出 49億4522万円 9億226万円 18.2%

資本的収入と支出(施設整
備などの資金と費用）

収入 29億6347万円 7999万円 2.7%
支出 56億8527万円 11億8373万円 20.8%

　平成27年度に支出した金額は、一般会計と４つの特別会計、水道事業会計で、総額879億
8799万円でした。平成26年度と比べると、歳入決算額は38億2249万円の増（＋4.3％）、歳出決
算額は28億3376万円の増（＋3.3％）となりました。

※�【　】内は、市民1人当たりの金額（平成28年4月1日現在の平成27年国勢調査速報値に基づく推計人口16万6801人で計算）

会　計　区　分 歳　　入 歳　　出 差引残額
一 般 会 計 495億2393万円 465億5714万円 29億6679万円
国民健康保険事業 211億7198万円 208億8827万円 2億8371万円
下 水 道 事 業 65億2268万円 56億3590万円 8億8678万円
介 護 保 険 事 業 105億4119万円 103億7670万円 1億6449万円
後期高齢者医療事業 17億5643万円 16億5285万円 1億358万円
水 道 事 業 会 計 29億8201万円 28億7713万円 1億488万円
合 計 924億9822万円 879億8799万円 45億1023万円

　市民1人当たりの市税収入額では、県内16市で下か
ら2番目の低さです。今後も、支出は、高齢化の進行な
どにより、医療費、保育費など（扶助費）と子供への仕
送り（国保など特別会計への繰出金）が増える一方で、収
入は、生産年齢人口の減少などにより、給料（市税）が
伸び悩む厳しい見通しにあります。
　しかし、収入増加と支出削減にさらに取り組むとと
もに、蓄えてきた貯金（財政調整基金）をうまく活用し、
借金（市債）という将来負担の抑制に努めます。

▶今後の取り組み
借金抑制と将来への備えを継続

医療費・保育費などは1.8倍、食費などは減
　少子高齢化により、医療費、保育費など（扶助費）は1.8
倍、子供への仕送り（国保など特別会計への繰出金）は
1.3倍に増えています。一方、食費など（人件費）は節約
をして減らしています。また、将来の負担に備えるため、
預金（積立金）を増やしています。

▶支出

※平成28年4月1日現在の平成27年国勢調査速報値に基づく推計人口で計算
　（平成18年4月1日現在：16万8050人、平成28年4月1日現在：16万6801人）

　市と関係団体（※）が所有する資産や負債などがどれくらいあるかを民間企業
で使われている連結貸借対照表でお知らせします。
（※）関係団体：秦野市伊勢原市環境衛生組合、金目川水害予防組合、県後期高
齢者医療広域連合、市土地開発公社、（一財）市学校保全公社、（公財）市スポー
ツ協会

※�（　）内は、市民一人当たりの金額（平成28年4月1日現在の平成27年国勢調査速報値に基
づく推計人口：16万6801人で計算）

▶企業会計的手法による財政状況の分析
資産は2813億円、負債は950億円

平成27年度　連結貸借対照表

資産　2813億1237万円（169万円）
公共資産（道路、庁舎など）、流動資
産など（現金、貸付金など）

負債　949億7784万円（57万円）
市債、退職手当引当金など

純資産　1863億3453万円（112万円）
国や県からの補助金、市税など

給料は横ばい、親からの仕送りは1.6倍
　給料（市税）は横ばいの一方、親からの仕送り（国・県
支出金など）は1.6倍に増えています。本市は、平成21
年度以降、自前で必要な財源を確保できない交付団体
となり、国から支援として普通交付税を受けているこ
となどによるものです。

▶収入
9629円

4万2830円増

2万4307円

1万5628円

10万2273円

1万9949円

1371円

平成17年度
25万4074円

平成27年度
29万6904円

13万9489円

14万197円

6万2560円

1万6718円

1万570円

8287円

1.6倍

6730円

483円

3万5008円増平成17年度
24万4110円

平成27年度
27万9118円

6万28円

4万1778円

5万4628円

7万5519円

2万2103円

4万1002円

3万71円

4万9580円

2万4314円

3万2292円

3万1004円

4万7481円
4385円

1830円

1.8倍

1.3倍

　市の財政状況をより身近に感
じていただけるよう、一般会計
の決算額を市民１人当たりの家
計簿に置き換えてお知らせしま
す。また、10年前と比較して、
収入や支出の状況がどのように
変わったかを解説します。

※平成28年9月末現在 ※収入の執行済額は調定済額のことで、執行率は収入率のことです。

市の台所事情
お知らせします

目的別 主な使い道と決算額

民生費 【12万3132円】 ◇国民健康保険事業など特別会計への繰出金� 37億3370万円
◇生活保護費� 31億9602万円
◇児童手当費� 25億6674万円
◇障害者の支援など� 23億6976万円
◇民間保育所等への入所委託や運営補助など� 20億1936万円
◇県後期高齢者医療広域連合への負担金� 10億4661万円

子育て支援、
障害者・高齢者の福祉、
生活保護など

土木費 【3万8219円】 ◇下水道事業特別会計への繰出金� 19億9300万円
◇カルチャーパークの再編整備� 9億4189万円
◇市道の改良� 3億5734万円
◇歩道の設置� 2億132万円
◇鶴巻温泉駅南口周辺の整備� 1億5415万円
◇秦野駅南部（今泉地区）の土地区画整理� 1億4777万円

道路や橋、
公園の整備、
計画的な
まちづくりなど

総務費 【2万7403円】 ◇住民登録や市税の賦課などの電算業務費� 3億5291万円
◇文化会館施設の維持・管理� 2億706万円
◇市役所庁舎の維持・管理� 1億5064万円住民登録や市役所庁舎の維持など

衛生費 【2万4143円】
◇ごみの処理、斎場業務
　（秦野市伊勢原市環境衛生組合分担金）� 7億9756万円
◇スポーツ施設の改修や維持・管理� ��4億4688万円
◇予防接種の実施� 3億631万円

ごみの収集や処理、
スポーツ施設の管理、
健康づくりなど

公債費 【2万2103円】 ◇市債の返済金� 36億8672万円

教育費 【1万9102円】 ◇小・中学校、幼稚園施設の維持・管理� 3億3914万円
◇給食調理経費� 2億3391万円
◇公民館の改修や維持・管理� 9530万円小・中学校や幼稚園の管理

など

消防費 【1万3574円】 ◇消防救急無線のデジタル化� 1億9224万円
◇防災行政無線受信装置の設置や維持・管理� 5713万円
◇消防車両の購入� 3478万円消防署の運営など

商工費 【5294円】 ◇プレミアム商品券の発行に係る
　経費の助成� 1億3415万円
◇鶴巻温泉弘法の里湯の管理運営� 1億1220万円
◇中小企業への融資のための資金預託� 1億500万円中小企業や商店街の支援など

農林費 【2782円】 ◇ふるさと里山の整備� 5599万円
◇適切な森林整備及び管理業務に対する
　助成� 4649万円
◇農とみどりの整備事業� 3018万円

農業の振興や
森林づくりなど

議会費 【2167円】 ◇議会運営� 3億6153万円

諸支出金 【1199円】 ◇市土地開発公社への貸付金� 2億円

205億3849万円
(対前年比＋3.9%)

63億7497万円
(＋6.3%)

36億8672万円
(−6.3%)

31億8627万円
(−27.7%)

45億7081万円
(＋6.9%)

40億2714万円
(＋4.9%)

22億6415万円
(＋5.2%)

8億8296万円
(＋15.7%)

4億6410万円
(−15.6%)

3億6153万円
(＋1.9%)
2億円
（0%)

家計簿

入湯税
7円(0.0%)都市計画税

1万268円(7.4%)

個人市民税
5万4895円
   (39.4%)

13万9311円
（100％）

1人当たりの
市税額

固定資産税
5万9693円
(42.8%)

法人市民税 6679円(4.8%)

その他　7769円(5.6%)
　市たばこ税　　　6084円
　軽自動車税　　　1682円
　特別土地保有税    　3円

普通税

目的税

　税金がどのように使われているかなど、
市の財政運営の状況を、毎年5月と11月
に公表しています。今回は、平成27年度
決算と平成28年度予算の執行状況（9月
末現在）などを説明します。
　なお、水道決算の詳細は、3面に掲載
しています。

問い合わせ　財政課☎(82)5116

財 政 運 営

　10年前の平成18年度は、1人当たり
の市税負担額は13万9352円でした。
それに比べ、平成28年度は41円減額
しています。

健全化判断比率の指標� 本市 早期健全化基準
実質赤字比率 一般会計などが赤字

かどうかを示す数値 黒字 11.84％

連結実質赤字比率 全ての会計が赤字か
どうかを示す数値 黒字 16.84％

実質公債費比率 借金返済の割合 3.4％ 25％

将来負担比率 将来払う可能性のあ
る負債割合 34.2％ 350％

会計名 本　　市 経営健全化基準
水道事業会計・下水道事業特別会計 資金不足なし 20％

▶財政の健全度

　本市の財政は財政悪化の目安とされる｢早期健全化基準｣を全ての項目で下回
り、前年度までと同様、健全な状態を維持しています。

　また、特別会計の経営状態は｢資金不足比率｣で示されます。本市で該当する
水道事業会計・下水道事業特別会計は、ともに資金不足はありません。

健全な状態を維持
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38億円増
■市の貯金額

10年間で貯金は38億円増　借金は140億円減
▶市の貯金と借金

　市の貯金である財政調整基金は不測
の財政需要に備えて積み立てるもので
す。10年間で約38億円増やしています。
　また、市の借金である市債は、道路
や上・下水道、学校などを整備するた
めに銀行などから借り入れている借金
のことです。市では、できる限り市債
に頼らない財政運営を行い、市債残高
の縮減に努め、10年間で約140億円減
らしています。
　なお、平成28年9月末日現在で、資
金不足を一時的に補う一時借入金の借
り入れはありません。
※数値は各年度末現在
　�（平成28年度は９月末現在のため、年度内に
予定している貯金取り崩し額と借金借入・返
済額は未反映です）

市 民 １ 人 当 た り の 決 算 額（ 家 計 簿 ）〜 １0 年 前 と の 比 較 〜

　市民にとって身近な安全安心にかかわる事業や出産・子育てを支援する
事業、さらには快適な住環境の整備を実施しました。
　予算執行段階での節減などに努めた結果、純繰越金（繰越金から翌年度に
繰り越した事業の財源を除いたもの）は、28億4818万円となり、そのうち
12億円を将来の不測の財政需要に備え、財政調整基金に積み立てました。

▶一般会計の決算

健全財政を維持

※平成28年10月1日現在の平成27年国勢調査�
　速報値に基づく推計人口16万6677人で計算
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定員のあるものは原則申し込み先着順、ないものは原則入場自由です定員のあるものは原則申し込み先着順、ないものは原則入場自由です

公民館公民館 会館会館だよりだより・

南公民館　☎（81）3001
思い出サロン「みんなで歌って元気ハツラツ」　11
月17日㈭　午後1時半～3時　65歳以上
きもの着付け教室　11月22日㈫、29日㈫の全2
回　午前10時～正午　10人　300円
消しゴムスタンプで年賀状　11月29日㈫　午前
10時～正午　10人　750円
本町公民館　☎（84）5100
初心者パソコン相談　11月15日㈫　午後1時半
～3時半　パソコン持参
パソコン講座「気をつけよう、楽しもうインター
ネット」　11月17日㈭　午前10時～午後3時半　
12人　1000円
上公民館　☎（87）0212
西中学校区子供ギャラリー展　11月5日㈯～11
日㈮　絵画、書道、工作物などの展示
親子折り紙教室　11月19日㈯　午前9時～11時
半　親子10組（単独参加可）　400円
渋沢公民館　☎（87）7751
ハイキング「表丹沢県民の森方面」　11月15日㈫午
前9時渋沢駅改札前集合～午後3時　15人　150円

介護予防教室　歌って楽しく健康長寿　11月11
日㈮　午前10時～11時半　65歳以上20人
初心者パソコン何でも相談　11月27日㈰　午後
1時半～3時半　パソコン持参
西公民館　☎（88）0003
やまなみ人形劇　11月16日㈬　午前10時～11
時　「にってんさんがってんさん」など　親子50組
第40回公民館まつり　11月26日 ㈯　27日 ㈰　
午前9時半～午後3時　利用団体の発表会、作品
展、模擬店、第40回記念抽選会など
南が丘公民館　☎（84）6411
アクティブ65「おいしいコーヒーの淹れ方講座」　
11月16日㈬　午後1時半～3時　65歳以上20人　
100円
秋の自然観察会「県立戸川公園」　11月22日㈫　
午前9時半カルチャーパーク噴水前集合～午後2
時県立秦野戸川公園　20人　200円　本町公民
館でも受け付け　
堀川公民館　☎（87）4111
便利な常備菜　11月17日㈭　午前9時半～午後1
時　12人　1000円
完熟バナナのシフォンケーキとシフォンラスク作り　
11月18日㈮　午前10時～正午　16人　900円
東公民館　☎（82）3232
古道・大山道を歩く「大山詣り」　11月28日㈪午前

8時半蓑毛バス停集合～午後3時　20人　550円
ジャズライブ「スタンダードナンバーを集めて」　
12月11日㈰　午後2時～4時　50人　400円
鶴巻公民館　☎（76）0463
シニアのらくらくピアノ　11月11日㈮、18日㈮、
25日㈮の全3回　午後1時半～3時　60歳以上10
人　450円
ボランティア講師募集　公民館の講座で日本各地
の郷土料理を地域の人たちに紹介してみませんか
北公民館　☎（75）1678
北中学校演劇祭　11月6日㈰　午前10時～　
パソコン講座「Wordで作る年賀状」　11月19日
㈯　午前9時半～午後3時半　13人　850円
和布で作るうさぎのブローチ　11月24日㈭　午
後1時半～3時半　20人　850円
大根公民館　☎（77）7421
弘法山自然観察ハイキング　12月6日㈫午前9時半
鶴巻温泉駅改札前集合～弘法山～権現山～はだの
クリーンセンター見学～午後3時半秦野駅　15人　
150円
ほうらい会館　☎（81）8310
健康講座「簡単メニュー調理実習」　11月22日㈫　
午後1時半～3時　15人　150円
おせち料理教室　12月6日㈫　午前9時半～午後
1時　18人　1000円　かにの菊花巻きなど

した作文（400字以内）、住所、氏名、
年齢、職業、電話番号を書き、11月
30日㈬までに〒257-8501市役所5階
情報政策課へ郵送または持参。メー
ル（jouhou@city.hadano.kanagawa.
jp）も可　※後日面接あり　■問情報政
策課☎（82）5115

スポーツ
はだのパラスポーツ
フェスティバル

■時11月27日㈰　午前9時～正午
■場総合体育館　■内◇講演会　講師　
伊藤数子氏（NPO法人STAND代表
理事）　◇体験会　ブラインドサッ
カーやフライングディスクなど　※
入場自由。室内用運動靴持参　■問障
害福祉課☎（82）7616

健康・子育て
献血

■時■場◇11月3日㈭　午前10時～正午、
午後1時半～3時半　カルチャーパー
ク第2駐車場　◇6日㈰　13日㈰　23
日㈬　午前10時～11時半、午後1時
～4時　イオン秦野SC　◇11日㈮　
午前10時～11時半、午後1時～4時　
鶴巻温泉駅北口　■問健康づくり課☎

（82）9603

保育ボランティア入門講座

■時11月10日㈭、17日㈭の全2回
午後1時半～3時半　■場保健福祉セン
タ―　■内集団保育の知識や小児救命
救急の実技　■定20人（申し込み先着
順）　■問社会福祉協議会☎（84）7711

これでわかった
お薬とのいい関係

■時11月11日㈮　午前10時～正午
■場市役所4階議会第一会議室　講師　
佐野友保氏（市薬剤師会顧問）、平重

徳氏（日本ジェネリック製薬協会講
師）　■定30人（申し込み先着順）　■問
健康づくり課☎（82）9603または国
保年金課☎（82）9613

講演会
「どうなる  これからの介護保険」
■時11月14日㈪　午前9時半～11時半　
■場保健福祉センター　■定60人（申し
込み先着順）　■問高齢介護課☎（82）
7394

ママとキッズのほっとサロン

■時11月16日㈬　午前10時～11時半　
■場本町公民館　■内母親同士の情報交
換や親子遊びなど　■対4歳未満と保
護者25組（当日先着順）　■問社会福
祉協議会☎（84）7711

シニアライフを楽しもう

■時■場①こころとからだのストレス解
消　11月16日㈬　午前10時～11時
半　ライフプラザ鶴巻（鶴巻北3-1-
3）　②頭と体の若返り体操　11月
17日㈭　午前10時～11時　曲松児
童センター　③行政書士相談会　11
月24日㈭　午後1時～3時　サブセ
ンターむつみ（平沢370-3）　■対①②
20人、③2人　いずれも65歳以上。
①②は申し込み先着順　■問高齢介護
課☎（82）7394

ふたごサークルさくらんぼ

■時11月22日㈫　午前10時～11時半　
■場保健福祉センター　■内出産、育児
などの相談　■対双子の妊婦と就学前
の双子の家族　■問健康づくり課親子
健康担当☎（82）9604

医療介護連携推進講演会
「在宅介護を知る」
■時11月26日㈯　午後2時～3時半
■場本町公民館　■内支える力の必要性　
■定130人（申し込み先着順）　■問高齢

介護課☎（82）7394

はだの野菜ヘルシー料理講座

■時11月30日㈬　午前10時～午後1
時半　■場保健福祉センター　■内くる
くるビーフ春巻きなど　■定30人（申
し込み先着順）　■費500円　■問健康
づくり課☎（82）9603

楽しい子育て練習講座

■時12月3日㈯　午前9時半～11時半　
■場はだのこども館　■内親子のコミュ
ニケーションのとり方　■対乳児～小
学生の保護者と妊婦100人（申し込
み先着順）　※保育あり（定員あり）　
■問こども育成課こども若者相談担当
☎（82）6241

施設情報
くずはの家
☎（84）7874

秋の星空教室
■時11月5日㈯　午後6時～8時　■対小
学生以上40人（小学生は保護者同伴）
自然素材のクリスマスリース作り
■時11月25日㈮　午前9時半～正午
■定24人（申し込み先着順。初めての

方優先）　■費500円
草木のタネの宝箱づくり
■時11月26日㈯　午前9時半～11時
半　■対小学生以上30人（小学2年生
以下は保護者同伴）

広畑ふれあいプラザ
☎（77）6061

ふれあいのつどい
■時11月12日㈯　午前10時～午後3時　
■内利用者の演奏、展示など

桜土手古墳展示館
☎（87）5542

ミュージアムさくら塾
「西相模における中世社会」
■時11月19日㈯　午前10時～正午
講師　山口研一氏（愛川町郷土資料館
学芸員）　■場桜土手古墳展示館　■定
70人（申し込み先着順）　■費100円　

表丹沢野外活動センター
☎（75）0725

秋の岳ノ台エコハイク
■時11月26日㈯午前8時
半集合～午後4時　※
雨天のときは12月3日
㈯　■対5時間程度の山歩きができる
15人（申し込み先着順。小学4年生
以下は保護者同伴）　■費100円

◇里山散策と木工細工体験　■時■場■内11月19日㈯午前9時小蓑毛235集
合～地元の里山（スプーンなどの木工、ピザ作りなど）～午後3時　■対親
子5組　◇秦野産木材生産現場見学ツアー　■時■場■内19日午前9時半市役
所集合～森林伐採地など～午後4時　■定20人　■費500円　◇秋の里山ハ
イキングとリース作りツアー　■時■場■内26日㈯午前9時上公民館集合～地
元の里山（約5㎞のハイキング）～午後3時　■対小学生以上20人（小学生は
保護者同伴）　■費1000円（ハイキングのみは500円）　◇マイ巣箱に小鳥
を呼びませんか　■時■場■内27日㈰午前10時カズゴルフセンター（中井町井
ノ口2971）駐車場集合～西大竹の里山（散策、巣箱作り）～午後1時　■対
小学生と保護者8組　■費保護者1人300円　※いずれも申し込み先着順
■問森林づくり課☎（82）9631

自然と触れ合おう
参加者
募集
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問い合わせ問
締め切り締
申し込み申

費用費
定員定
対象対

内容内
ところ場
とき時

行政一般
害虫の駆除・予防にご協力を
外来種「ジャンボタニシ」

ピ
ン
ク
色
の
卵
塊
に
注
意

対策例　◇田の取水口、排水口に金
網を設置　◇貝・卵塊の捕殺　※卵
塊は、稲の茎や水路などに産み付け
られていて、水中に落とせば死滅し
ます。ふ化寸前の白い卵塊は、すり
潰してください　■問はだの都市農業
支援センター☎（81）7800

環境放射能・放射線の状況

　昨年10月から今年3月までに実施
した、放射性物質濃度、空間放射線
量、保育園・学校給食の被ばく量の
測定では、国が示す基準を超えたも
のはありませんでした。なお、測定
結果は市ホームページで公表してい
ます。　■問くらし安全課☎（82）9625

虐待かもと思ったら
ダイヤル189へ

　児童虐待の通報や相談窓口となる
全国共通ダイヤル「189（いち早く）」
に電話をすると、最寄りの児童相談
所につながります。　※24時間受け
付け　■問こども育成課こども若者相
談担当☎（82）6241

今月上旬に送付されます
国民年金の控除証明書

　「社会保険料（国民年金保険料）控
除証明書」が日本年金機構から郵送
されますので、確定申告や年末調整
に利用してください。届かないとき
は、専用ダイヤル☎0570（003）004
へ　注意　市役所では発行できませ
ん　■問国保年金課☎（82）9614また
は平塚年金事務所☎（22）1515

秦野斎場
臨時駐車場のご案内

　今月上旬から平成31年3月まで施
設の増築改修工事を実施するため、
期間中は隣接地の臨時駐車場を利用

してください。　■問秦野市伊勢原市
環境衛生組合☎（82）2502

催　し
市展・書道の部

■時11月2日㈬～6日㈰　午前10時～
午後5時（4日㈮を除く。6日は午後4
時まで）　■場文化会館　■問生涯学習
課☎（84）2792

市文化祭

■時■内◇邦楽大会　11月6日㈰　午前
10時～午後4時　◇華道展　12日㈯　
13日㈰　午前10時～午後5時（13日
は午後4時まで）　◇古典舞踊祭　12
日　午後1時～4時　◇舞踊祭　13
日　午前11時半～午後4時　■場文化
会館　■問生涯学習課☎（84）2792

就職を支援
個別カウンセリング

■時11月9日㈬　16日㈬　午前10時
～午後4時（正午～午後1時を除く）　
1人1時間　■場市ふるさとハローワー
ク（秦野駅前農協ビル3階）　■内適職
発見、求人情報の検索・活用、応募
書類の書き方、面接トレーニングな
ど　※後日メール相談可　■対市内在
住の18～65歳の求職者5人（申し込
み先着順）　※16日は保育あり　■問
産業政策課☎（82）9646または市ふ
るさとハローワーク☎（84）0810

明るい選挙推進大会

■時11月10日㈭　午後2時～3時半
■場文化会館　■内功労者へ感謝状の贈
呈、記念講演など　■問選挙管理委員
会事務局☎（82）9661

施設ボランティア入門講座

■時11月16日㈬　午後1時半～3時
■場保健福祉センター　■内高齢者への
接し方など　■定15人（申し込み先着
順）　■問社会福祉協議会☎（84）7711

産学公連携推進事業講演会

■時11月18日㈮　午後3時半～5時
■場秦野商工会議所　■内「秦野市にお
ける災害とリスク回避について」　講

師　梶田佳孝氏（東海大学教授）　■定
30人（申し込み先着順）　■問産業政
策課☎（82）9646

里山を歩こう「晩秋を楽しむ」

■時■場11月19日㈯午前9時東公民館
集合～正午　■内野鳥や植物の観察
■定30人（申し込み先着順）　■問環境
保全課☎（82）9618

議会報告会

■時11月20日㈰　午後3時～5時　■場　　
■内◇北公民館　新東名高速道路建設
の進捗状況など　◇東公民館　土砂
災害などの対策　◇広畑ふれあいプ
ラザ　地域の安心安全　※いずれも
議会のしくみや役割、決算特別委員
会の審査の概要説明あり。事前の質
問や要望は、11月10日㈭までに議
会事務局へファクス（（84）2299）ま
たはメール（gikai@city.hadano.kanag 
awa.jp）　■問議会事務局☎（82）9652

地域青少年支援フォーラムと
個別相談会

■時11月22日㈫　午後1時～4時半
■場保健福祉センター　■対ひきこもり
に悩む方や保護者など40人　■申11
月18日㈮までに県立青少年センター
☎045（263）4467へ　■問こども育成
課こども若者相談担当☎（82）6241

応急手当講習会

■時11月24日㈭　午前10時～11時半
■場保健福祉センター　■内 内救命入門コー
ス（心肺蘇生法、AEDの使い方など）　内
■対市内在住・在勤・在学の小学4年
生以上40人（申し込み先着順。子供連
れ可）　■内 問警防対策課☎（81）8020

人権・男女共同参画を考える会

■時11月26日㈯　午後1時～3時半
■場文化会館　■内小・中学生人権作品

の表彰式、前川裕美氏（作曲家・演
奏家）による講演とピアノの弾き語
り　■定450人（講演は申し込み先着
順）　■問市民相談人権課☎（82）5128

はだの商
あき

人
んど

塾
お客様が恋（来い）する店づくり

■時12月1日㈭　午後7時半～9時
■場秦野商工会議所　講師　松田美紀
氏（Blooming　place代表）　■対市内
に在住または店舗などがある商業者
または後継者50人（申し込み先着順）　
■問産業政策課☎（82）9646

傾聴ボランティア講座

■時12月5日㈪、8日㈭の全2回　午前
10時～午後3時　■場保健福祉セン
ター　■内講義や実技　■定50人（申し
込み先着順）　■費2000円　■問社会福
祉協議会☎（84）7711　

募　集
文化会館の事務員

勤務内容　貸館に関する受付事務な
ど　■対パソコン操作ができる方　人
数　1人　勤務日など　週2日程度

（土・日曜日、祝・休日を含む）　午
前8時半～午後5時15分　任用期間　
12月1日～平成29年3月31日（更新
あり）　報酬（予定）　時給930円　■申
履歴書を11月14日㈪までに文化会
館へ本人が持参　※後日、面接あり　
■問文化会館☎（81）1211

市情報化推進委員会の委員

■内年1回程度の委員会に出席し、市
民サービスの向上や行政の効率化の
ための情報化について意見交換　■対
市内在住・在学・在勤の20歳以上2
人　任用期間　2年間　報酬　1回
7800円　■申任意の用紙に「私が考え
る秦野市の情報化推進」をテーマに

伝言板伝言板 市内の
公共施設を利用みんなの

催し案内
パソコン無料相談　第2・4火曜日　午前10時～
正午　保健福祉センター　シルバー人材センター　
渋谷☎080（6566）5635
ヴィオリラ体験教室　11月4日㈮　18日㈮　午
前11時半～午後0時半　鶴巻公民館　ティアラ・
川内☎（77）7675
邦楽演奏会　11月6日㈰　午前11時～午後3時
50分　文化会館　秦野邦楽会・星☎（75）2531
秦野オペラの会発表会　11月6日㈰　午後1時～　
本町公民館　片山☎090（2657）3494

市民活動サポートセンターの催し　◇はじめての
絵手紙年賀状　11月12日㈯　午前10時～正午　
12人（申し込み先着順）　300円　◇講演会「秦野
の道祖神」　23日㈬　午後1時半～3時　60人（申
し込み先着順）　いずれも市民活動サポートセン
ター☎（83）1760へ
市ダンス連盟パーティー　11月12日㈯　午後5時
～9時　本町公民館　1700円　山田☎（78）1267
自然観察会　11月13日㈰　12月11日㈰　1月8
日㈰午前9時渋沢駅改札前集合～午後2時八国見
山　渋沢丘陵あるきたい・日置☎（88）3036
保育のしごとミニセミナー・就職個別相談　①セ
ミナー　11月16日㈬　午後1時～2時　②個別相
談　午後1時～4時　はだのこども館　保育士の
資格をもつ方（①は入場自由、②は10人（申し込

み先着順））　11月9日㈬までに、かながわ保育
士・保育所支援センター☎045（320）0505へ
MOA美術館秦野児童画展　11月19日㈯　20日
㈰　午前9時～午後9時（20日は午後5時まで）　本
町公民館　内海☎（81）8119
おおねコール演奏会　11月20日㈰　午後2時～4
時　文化会館　松山☎（78）6835
家事家計講習会　11月22日㈫　午前10時～11時
半　本町公民館　20人（申し込み先着順）　400
円　小田原友の会・伊藤☎090（6820）7544
災害救援ボランティアコーディネーター養成講座
11月23日㈬　午前9時～午後4時　東公民館　

「私たちを取り巻く災害環境」　講師　橋本茂氏
（日本防災士会常任幹事）　吉田☎090（6941）
7303

■時11月13日㈰　午前9時～午後3時　
■場二宮町生涯学習センター・ラディ
アン（二宮町二宮1240-10）　■内農
林産物の展示品評会と直売、地元特
産品の販売、フリーマーケットなど
■問二宮町観光協会☎（73）1208

湘南にのみや ふるさとまつりお出掛け
ください隣町

に
ぎ
わ
う
直
売
所
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「広報はだの」は再生紙を使用しています。

広報

　
自
治
功
労
表
彰

　
市
議
会
議
員
と
し

て
長
き
に
わ
た
り
地

方
自
治
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

高
橋
徹
夫（
尾
尻
）

　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
表
彰

環境ポスター・標語

市
民
功
労
者
な
ど
を
表
彰

　
11
月
3
日
㈭
に
、
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー

ク
総
合
体
育
館
で「
市
功
労
者
等
表
彰

式
」を
行
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
市
民
功
労
表
彰
と
し
て
3

人
と
2
団
体
、
自
治
功
労
表
彰
と
し
て

1
人
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
と
し
て

3
人
を
表
彰
す
る
ほ
か
、
2
人
に
特
別

感
謝
状
、
98
人
と
3
団
体
に
感
謝
状
を

贈
り
ま
す（
敬
称
略
）。

▽
弘
済
学
園
・
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
悠
ト

ピ
ア
月
曜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
27
年
以
上

の
長
き
に
わ
た
り
施
設
利
用
者
の
生
活

用
品
の
作
製
な
ど
の
奉
仕
活
動
を
行
い
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
の
高
揚
と
地
域
福

祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
　

▽
精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ミ
サ
ン
ガ
　

23
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
精
神
障
害

個
人

団
体 　

市
民
功
労
表
彰

（
菖
蒲
）　
▽
公
平
委
員
会
委
員
　
七
藏

司
修（
平
沢
）　
▽
人
権
擁
護
委
員
　
下

山
一
夫（
南
矢
名
）　
▽
民
生
委
員
・
児

童
委
員
　
川
口

子（
曽
屋
）　
横
溝
桂

子（
曽
屋
二
）　
川
口
昭
平（
文
京
町
）　

髙
橋
幸
子（
富
士
見
町
）　
故
関
野
和
枝

（
上
大
槻
）　
鈴
木
清（
幸
町
）　
田
中
淑

生（
平
沢
）　
坂
間
寿
子（
上
今
川
町
）　

柴
山
賢
一（
東
田
原
）　
賀
川
操
子（
落

合
）　
小
澤
み
つ
江（
落
合
）　
柳
澤
け

い
子（
寺
山
）　
猪
股
登
美
子（
蓑
毛
）　

古
谷
喜
代
美（
菩
提
）　
山
口
進（
横
野
）　

飯
田
孝
次（
戸
川
）　
井
澤
す
ゑ
子（
戸

川
）　
毒
島
春
枝（
三
屋
）　
畠
和
子（
北

矢
名
）　
林
フ
ミ
子（
北
矢
名
）　
紫
村

眞
弓（
北
矢
名
）　
髙
橋
正
行（
南
矢
名
）　

金
岡
榮（
南
矢
名
）　
荒
川
冨
士
子（
南

矢
名
五
）　
添
野
幹
子（
堀
西
）　
西
海

由
紀
子（
並
木
町
）　
石
田
祥
二（
弥
生

町
）　
飯
田
哲
夫（
弥
生
町
）　
諸
星
一

雄（
菖
蒲
）　
吉
岡
推（
八
沢
）　
石
岡
初

代（
千
村
二
）　
阿
久
津
眞（
千
村
三
）　

稲
垣
正
弘（
渋
沢
三
）　
佐
藤
勝
江（
渋

沢
）　
湯
川
明
子（
渋
沢
上
二
）　
木
内

清
子（
渋
沢
二
）　
齊
藤
鎮
雄（
曲
松
一
）　

葦
原
茂（
栄
町
）　
関
孝
美（
末
広
町
）　

清
水
元
代（
曽
屋
）　
水
流
嘉
津
子（
河

原
町
）　
守
屋
冨
美
枝（
大
秦
町
）　
古

宮
伸
次（
立
野
台
一
）　
大
島
絢
子（
南

が
丘
二
）　
西
川
邦
子（
下
大
槻
）　
神

田
孝
子（
鶴
巻
北
二
）　
沼
田
德
三（
鶴

巻
南
一
）　
宮
腰
義
明（
鶴
巻
）　
髙
橋

姜
子（
鶴
巻
北
二
）　
大
森
典
穗（
鶴
巻

南
五
）　
二
階
堂
則
子（
鶴
巻
）　
三
村

正
子（
鶴
巻
南
二
）　
堀
野
清（
堀
川
）　

飯
田
充（
堀
川
）　
大
森
よ
み（
堀
西
）　

山
口
初
枝（
若
松
町
）　
田
村
正
一（
平

沢
）　
大
澤
美
智
子（
春
日
町
）　
岸
康

子（
柳
町
一
）　
大
塚
直
子（
平
沢
）　
猪

口
春
也（
堀
川
）　
佐
々
木
宏
子（
渋
沢
）　

▽
表
彰
者
審
査
委
員
会
委
員
　
山
谷
洋

子（
平
沢
）　
▽
行
政
相
談
委
員
　
相
原

光
雄（
尾
尻
）　
▽
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
委
員
　
佐
野
友
保（
立
野
台
一
）　

▽
保
護
司
　
今
井
新
一（
室
町
）　
諸
星

俊
雄（
渋
沢
）　
大
澤
康
人（
鈴
張
町
）　

▽
学
校
医
　
柿
崎
徹（
南
矢
名
五
）　
▽

学
校
歯
科
医
　
及
川
保
之（
本
町
一
）　

平
野
壯
明（
曽
屋
一
）　
▽
学
校
薬
剤

師
　
櫻
井
啓
八（
堀
山
下
）　
▽
青
少

年
相
談
員
　
津
田
直
久（
平
塚
市
）　

▽
青
少
年
指
導
員
　
吉
田
ト
シ
子（
沼

代
新
町
）　
府
川
努（
菖
蒲
）　
▽
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
　
鶴
飼
ま
ゆ
み（
富

士
見
町
）　
綾
部
珠
朱（
平
沢
）　
有
馬

律
子（
平
沢
）　
小
野
寺
隆
治（
平
沢
）　

佐
竹
裕
行（
戸
川
）　
小
林
二
三
男（
鶴

巻
）　
辰
島
博
和（
南
矢
名
）　
浅
野
秀

行（
千
村
三
）　
▽
自
治
会
長
　
小
澤

建
一（
東
田
原
）　
小
泉
孝（
羽
根
）　

相
原
進
昭（
菩
提
）　
加
賀
幸
治（
横

野
）　
笠
原
良
夫（
戸
川
）　
原
敬
一

（
下
大
槻
）　
関
修
司（
鶴
巻
南
二
）　

高
橋
修
二（
堀
山
下
）　
池
上
稔（
松
原

町
）　
永
井
利
幸（
菖
蒲
）

寄
附
関
係

小
泉
馨（
戸
川
）　
大
島
誠
治（
曽
屋
）　

秦
野
中
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
　
丹
沢

山
小
屋
組
合
　
㈱
住
宅
開
発
・
㈱
関

野
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

　ポスターは227点、標語は501点の応募がありました。
入賞者は次のとおりです（敬称略）。

　397点の中から、次の方が「優秀」以上で入賞しました（敬称略）。
入賞作品は、11月12日㈯から19日㈯まで文化会館に展示します。

交�通安全　◇小学校1・2年生の部　最優秀　磯部
空雅（鶴巻小1）　優秀　佐野聖歌（東小2）　藤田
音斗（鶴巻小2）　◇小学3・4年生の部　最優秀　
関野姫夏子（東小3）　優秀　前原花穂（末広小3）　
佐野謙斗（鶴巻小4）　◇小学5・6年生の部　最
優秀　横山穂乃花（末広小5）　優秀　境佑菜（末
広小6）　大曾根和希（東小6）　◇中学校の部　
最優秀　片野日葵（鶴巻中1）　優秀　池田夢（南
中2）　伊藤大地（南中2）　
防�犯　◇小学生3・4年生の部　最優秀　安斎匠海
（南が丘小4）　優秀　金子紗良（広畑小3）　金澤
舜（末広小4）　◇小学生5・6年生の部　最優秀　
藤田愛音（鶴巻小5）　優秀　加藤淑（鶴巻小5）　
池田心海（東小6）　◇中学校の部　最優秀　鈴
木さくら（西中1）　優秀　藤田恵三（西中1）　麻
生花音（鶴巻中3）

問
い
合
わ
せ　
秘
書
課

☎（
８
２
）５
１
０
０

問い合わせ　環境保全課☎(82)9618

問い合わせ　くらし安全課☎(82)9625

入賞

横
山
さ
ん
の
作
品

安
斎
さ
ん
の
作
品

交通安全・防犯ポスターコンクール

ポ�スター　◇自然環境の部　最優秀　佐野聖歌（東小2）　深田優太朗（南　
小5）　前田陽菜（南中1）　優秀　望月紅音（本町小2）　長浦聖（西小2）　
林佑茄（南が丘小6）　佐藤彩愛（鶴巻小6）　金井舞衣（西中1）　大橋紫野
（南が丘中3）　優良　牛口仁人（大根小1）　小尾明日香（大根小3）　下田
優莉（鶴巻小3）　宮川菜々心（大根小5）　高田朱（鶴巻小5）　石川俊輔
（鶴巻小6）　須藤雅（渋沢中1）　太田朱音（大根中2）　伊勢愛美（西中3）　
◇生活環境の部　最優秀　西川龍之介（大根小2）　山本駿介（南が丘小6）　
髙橋和真（鶴巻中3）　優秀　前田ひかる（本町小1）　鈴木ひなた（東小3）　
松本陽菜（東小5）　相原亮汰（東小5）　山口玲音（北中1）　田中美優（鶴
巻中3）　優良　鈴木愛琳（大根小2）　竹内颯泰（西小3）　小泉由梨（末広
小3）　長浦舜（西小5）　浦田希望（鶴巻小6）　岡田夏実（鶴巻小6）　竹垣
心春（鶴巻中1）　鈴木悠天（南が丘中2）　横尾雪乃（南中2）　◇国際ソロ
プチミスト秦野賞　清水心温（西小3）　青木凛桜（南が丘小3）　磯﨑遥
（堀川小6）　池谷周悟（鶴巻小6）　中西薫音（南中1）　北明未羽（西中2）　

標�語　◇自然環境の部　特選　佐野恋乙（末広小5）　入賞　髙木心陽（鶴巻
小4）　川崎優衣（末広小5）　佳作　伊藤彩舞（南小5）　児玉遥（大根小5）　
藤井久生（堀山下）　◇生活環境の部　特選　今井義朗（南矢名）　入賞　
加藤駿一（南が丘小6）　鈴木悠天（南が丘中2）　佳作　栢沼奏羽（西小2）　
小林篤輝（南小5）　阿部良紀（南小5）

の
あ
る
方
に
地
域
で
の
交
流
の
場
を
提

供
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
の
高
揚
と

地
域
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
別
感
謝
状

▽
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
　
佐
々
木
茂

良（
堀
西
）　
▽
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
　

川
裕
美
子（
本
町
三
）

委
員
等
　
感
謝
状

▽
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
　
臼
井
昭
二

羽
賀
龒
之
介

　
リ
オ
デ
ジャ
ネ
イ
ロ

オ
リ
ン
ピッ
ク
柔
道
男

子
１
０
０
キ
ロ
級
に

お
い
て
銅
メ
ダ
ル
受
賞

の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。

　
秦
野
商
工
会
議
所

会
頭
な
ど
と
し
て
、

長
き
に
わ
た
り
商
工

業
の
発
展
と
振
興
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

関
野
義
一（
渋
沢
一
）

髙
藤
直
寿

　
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
柔
道

男
子
60
キ
ロ
級
に
お

い
て
銅
メ
ダ
ル
受
賞

の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。

　
秦
野
伊
勢
原
医
師

会
会
長
な
ど
と
し
て
、

長
き
に
わ
た
り
地
域

医
療
の
充
実
と
発
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

安
部
信
三（
柳
町
二
） 　

秦
野
保
護
司
会
会

長
な
ど
と
し
て
、
長

き
に
わ
た
り
公
共
の

福
祉
の
向
上
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

守
屋
菊
之
輔（
渋
沢
二
）

田
知
本
遥

　
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
柔
道

女
子
70
キ
ロ
級
に
お

い
て
金
メ
ダ
ル
受
賞

の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。



持続可能なたくましい地域公共交通
必要とされる
「たくましさ」

持続可能なたくましい地域公共交通

交通事業者

持続可能な
地域公共交通

地域
住民 行政

必要とされる
「たくましさ」

　地域公共交通を支える
主体である住民・事業者・
行政の「たくましさ」
（企画力・行動力・マネ
ジメント力・協働力・リー
ダーシップなど）

３者が
「たくましさ」を
持ち協働する

「地域の足は自ら守
り乗り支えていく」と
いう意識を強く持つ

独立採算性が
図れるような事
業体制の構築

地域住民、
関係機関
との調整

　秦野市内を運行している鉄道、バス、タク
シーなどは、通勤・通学や通院、買い物など
に利用され、私たちの生活に欠かすことので
きない地域公共交通です。
　しかし、このままではなくなる可能性もあ
ります。大切な財産である「地域公共交通」を
守るために、皆さんも考えてみませんか。

～持続可能な、たくましい地域公共交通を目指して～

地域公共交通って…必要？

みんなで乗り支え、守り育て、未来に残す
持続可能なたくましい地域公共交通

皆さんの協力が必要です

コミュニティタクシー

ロマンスカー

デマンド型乗合タクシー

路線バス

　自家用車の普及や人口減少、少子高齢化の影響などにより、全国的にみてもバス
の利用者数は減少傾向にあり、路線の廃止や減便などが進むとともに、公共交通利
用者がさらに減少するといった負のスパイラルに陥っている状況にあります。秦野市
も例外ではありません。
　このような厳しい状況の中、持続可能な地域公共交通に必要とされるのは「たくま
しさ」ではないでしょうか。

「将来のことを考えると、地域公共交通はあったほうがいい」
と思っているだけでは何も変わりません。

このことを私たち一人ひとりが認識し、行動に移すことが大切です。
地域公共交通を未来に残していくために必要なことは、みんなで協力して、

地域公共交通の確保・維持に取組んでいくことです。
たまには、クルマの利用を控えて、バスに乗ってみませんか。

地域公共交通は、
あって当たり前ではない。

地域公共交通は、
利用しないとなくなってしまう。

クルマが普及し
移動はクルマ中心の
生活に変化

（全国的傾向）

乗客がいなければ
バスを走らせても
赤字が増す
ばかり。

バスの
利用者が減少。
バスを走らせても
乗客がいない。

赤字を減らすために
運行本数を減らしたり
路線の廃止に
至ります。

どうなる？
誰が困りますか？
（今の自分には関係
ないで済みますか？）

「�交通スリム化キャンペーンはだの」を、１１月７日㈪～１２日㈯まで
実施します

クルマの利用を控えて、普段の移動を公共交通機関へ。
まずはできる日に、できることから始めてみませんか。

見つめなおそう‼
クルマの利用
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秦野市公共交通マップ秦野市公共交通マップ
※このマップは、平成28年11月１日時点の情報をもとに作製したものです。
　運行ルートなどは変更される可能性がありますので、最新情報は運行
　事業者へお問い合わせください。

凡例凡例

鉄道駅（小田急線）鉄道駅（小田急線）

路線バス等停留所路線バス等停留所

上地区乗合自動車上地区乗合自動車

デマンド型乗合タクシーデマンド型乗合タクシー

ココ

上上

上上

上上 上上 上上

コミュニティタクシーコミュニティタクシーココ ココ

ココ

比奈窪（中井町）方面比奈窪（中井町）方面

比奈窪（中井町）、JR二宮駅（二宮町）方面比奈窪（中井町）、JR二宮駅（二宮町）方面

伊勢原駅（伊勢原市）方面伊勢原駅（伊勢原市）方面

JR平塚駅、
神奈川大学（平塚市）方面
JR平塚駅、
神奈川大学（平塚市）方面

東海大学（平塚市）方面東海大学（平塚市）方面

※バス停は、高速道路のランプ内にあります。
　神奈中バス「東名秦野」から東京方面乗り場まで
　徒歩１０分、箱根・静岡方面乗り場まで徒歩５分です。

高速バス･夜行高速バス
「東名秦野バスストップ」へのアクセス

上上

路線バス路線バス

便利な神奈中バスロケーション便利な神奈中バスロケーション
「乗りたいバスは、いつバス
停に来るの？」路線バスの接
近情報を調べることができる
便利なサービスです。

静岡・御殿場・箱根方面

東京・新宿方面

神奈川中央交通
東名秦野バス停

県
道
７
１
号

東名
高速
道路

秦野
中井IC

平成28年
3月26日
ダイヤ改正 　ダイヤ改正により、秦野駅⇔新宿駅の最終出発

便がそれぞれ30分程度遅くなったり、近隣の伊勢
原駅や海老名駅へ新たに停車するようになるなど、

ロマンスカーがさらに利用しやすく
なっています。
　便利で快適なロマンスカーを、通
勤・観光など様々な場面でぜひご利
用ください。

応募方法　四つ切り画用紙（縦横自由）に絵具、ポスター
カラー、クレヨンのいずれかで描いた作品の裏面に住
所・氏名・年齢・電話番号・学校名・学年を記入した
用紙を添付し、平成29年1月15日㈰までに宮永岳彦記
念美術館へ持参（受付は開館日の午前10時〜午後5時）　
対象　市内在住の小・中学生

■詳しくは公共交通推進課ホームページをご覧ください。なお、運行ダイヤ、運賃、乗車券の予約・購入方法等については、各運行事業者へお問い合わせください。

※�日本最大規模の高速バスターミナル「バスタ新宿」発着

ホームページ
公共交通に関する問い合わせ

秦野市桜町 1-3-2　西庁舎 2階
☎ 0463（82）9644（直通）公共交通推進課 検索秦野市　公共交通

名 古 屋 方 面	（都 内 発 着― 		 	 ―浜松―名古屋―金山駅）
大 阪 方 面	（都 内 発 着― 		 	 ―長岡京―梅田―なんば―神戸三宮）
鳥 取 方 面	（都 内 発 着― 		 	 ―梅田―鳥取―鴻南閣）
岡 山 方 面	（都 内 発 着― 		 	 ―神戸三宮―姫路―岡山）
福 井 方 面	（小田原発着― 		 	 ―東京―富山―金沢―福井）

東名
秦野

夜
行
高
速
バ
ス

新宿・箱根線	（新宿駅※―池尻大橋― 		 　	　―御殿場駅―箱根桃源台）
羽 田 空 港 線	（羽田空港―横 浜 駅― 		 　	　―御殿場駅―箱根桃源台）
東名ハイウェイバス	（東京駅　―東名江田― 		 　	　―東名御殿場―静岡駅）

東名
秦野

高
速
バ
ス

高速バス
夜行高速バス

のご案内

電車の始発を
利用するよりも
早く羽田空港に
到着できます。

経済的（比較的安価な金額）・効率的（時間を有効活用）・
快適な移動（乗り換えなし）

高速バスは、いま秦野市内から全国へアクセスできる便利な交通手段です。

 ～秦野からどこへ行けるか知っていますか？～

ますます便利になるロマンスカー

問い合わせ　生涯学習課☎(84)2792

子ども絵画コンクール「身近なみんなの小田急線」
作品
募集

高速バス
夜行高速バス

のご案内
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